
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
女
性
の
活
躍
の

場
を
広
げ
る
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
重
要

な
課
題
で
す
。
日
本
電
産
で
は
、
女
性
の

活
躍
推
進
を
重
要
な
経
営
方
針
の
一
つ
と
考

え
、
平
成
17
年
12
月
か
ら
男
女
が
と
も
に
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
す
「
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
活
動
（
以
下
P
A
活

動
）」を
展
開
し
て
い
ま
す
。
18
年
度
は
全

国
の
拠
点
か
ら
有
志
の
女
性
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
り
、
意
識
改
革
・
体
制
づ
く
り
に
向
け

た
研
究
や
話
合
い
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

P
A
活
動
の
本
社
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

躍
す
る
松
原
和
絵
さ
ん
は
「
18
年
度
の
活

動
で
は
、月
に
１
度
34
名
の
メ
ン
バ
ー
が
集

ま
っ
て
『
意
識
改
革
、
能
力
開
発
、
制
度

設
計
』
に
向
け
た
話
合
い
な
ど
を
行
い
ま

し
た
」
と
１
年
間
の
取
組
を
振
り
返
り
ま

す
。「
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
自

社
研
究
・
他
社
研
究
・
意
識
調
査
・
意
見

交
換
と
い
っ
た
活
動
を
進
め
ま
し
た
。
意

見
を
ま
と
め
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
皆
、

も
っ
と
活
躍
し
た
い
、
そ
の
こ
と
で
も
っ

と
会
社
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
は
一

つ
。
活
動
の
集
大
成
と
し
て
18
年
12
月
に

は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。
４
０
０

名
近
い
社
員
の
出
席
が
あ
り
、
P
A
活
動

へ
の
注
目
度
の
高
さ
を
確
認
し
ま
し
た
」

社
員
自
ら
が
ま
と
め
た
会
社
へ
の
提
言

が
高
く
評
価
さ
れ
、
19
年
４
月
に
は
「
家

庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
関
す
る
８
つ
の

制
度
」
が
導
入
・
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
。

始
業
時
間
の
繰
上
げ
・
繰
下
げ
制
度
や
復

帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
早
速
利
用
す

る
社
員
も
現
れ
、
P
A
活
動
の
成
果
が
形

と
な
り
は
じ
め
ま
し
た
。「
制
度
は
出
来

ま
し
た
が
、
本
当
に
大
切
な
の
は
社
員
一

人
ひ
と
り
の
意
識
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
は
、

仕
事
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
生
き
方
を
含

め
て
考
え
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
P
A
活
動
が
さ
ら
に
広
ま
る
よ
う
、

私
た
ち
が
会
社
に
貢
献
で
き
る
女
性
社
員

の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
り
『
P
A
活
動
は

楽
し
い
ん
だ
ぞ
！
』
と
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
松
原
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

19
年
度
か
ら
は
、
体
制
を
拠
点
ご
と
の

小
集
団
活
動
と
し
て
変
更
し
、
男
性
メ
ン

バ
ー
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
中
央
開
発
技

術
研
究
所
の
長
谷
川
智
一
さ
ん
も
そ
の
一

人
。「
私
は
誘
わ
れ
て
P
A
活
動
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
活
動
へ
の
取

組
み
方
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
か

ら
、
P
A
活
動
推
進
メ
ン
バ
ー
内
で
あ
ま

り
温
度
差
が
出
な
い
よ
う
、
活
動
の
一
段

階
ご
と
に
歩
調
を
揃
え
る
こ
と
を
心
が
け

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
新
聞
の
発
行

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
」
社
内
で
実
施
し
て
い
る
開
発
研
究
発

表
会
で
は
２
年
連
続
で
女
性
が
社
長
賞

を
受
賞
す
る
ほ
ど
、
優
秀
な
女
性
が
多
い

日
本
電
産
。「
P
A
活
動
に
よ
っ
て
男
女

が
お
互
い
を
認
め
支
え
合
い
な
が
ら
、
一

人
ひ
と
り
が
自
立
し
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
集
団
を
目
指
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」

「
全
社
員
が
参
加
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
私
の
職
場
で
は
、
各
部
署
か

ら
一
人
ず
つ
P
A
活
動
推
進
メ
ン
バ
ー
を

選
出
し
『
女
性
登
用
っ
て
？
』『
両
立
支

援
制
度
の
利
用
の
仕
方
は
？
』
な
ど
を
考

え
、
わ
か
り
や
す
く
事
業
所
全
体
に
広
げ

て
い
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
を
通
じ
、
上
司
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き

た
と
思
い
ま
す
」
と
は
、
滋
賀
技
術
開
発

セ
ン
タ
ー
の
園
田
俊
秀
さ
ん
。

「『
P
A
活
動
っ
て
実
際
何
を
や
っ
て
い

る
の
？
』
と
い
う
人
が
多
い
ん
で
す
。
関

心
が
高
く
て
も
、
活
動
内
容
が
認
知
さ
れ

な
け
れ
ば
P
A
活
動
の
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
滋
賀
で
は
、
月
に
一
度
会
報

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
だ
と
流
し

読
み
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
写
真
な
ど
が

入
っ
た
紙
媒
体
な
ら
、
皆
き
ち
ん
と
目
を

通
し
て
く
れ
ま
す
。
何
を
し
て
い
る
の
か

が
わ
か
る
透
明
感
の
あ
る
活
動
を
今
後
も

続
け
た
い
で
す
ね
」
男
女
共
同
参
画
が

「
当
た
り
前
」
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
、
着

実
に
P
A
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

P
A
活
動
は
制
度
づ
く
り
に
寄
与
す
る

だ
け
で
な
く
、
活
動
を
通
し
て
の
メ
ン
バ

ー
自
身
の
成
長
が
、
今
後
、
会
社
に
と
っ

て
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
意

欲
あ
る
P
A
活
動
推
進
メ
ン
バ
ー
の
活
躍

に
今
後
も
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

自
ら
行
動
を
起
こ
し
た

P
A
活
動
の
1
年
間

自
主
性
が
何
よ
り
肝
心
！

今
後
の
取
組
に
も
一
層
の
期
待

女性社員の活躍推進を目指して
ポジティブ・アクション活動
を展開
平成17年12月から女性社員34名で始

められたポジティブ・アクション活動。
有志のメンバーによる研究や報告が会
社に認められ,平成19年4月からさまざま
な制度が実現しました。各拠点で活動
を推進するメンバーが集まりました。

日本電産株式会社
設立　　1973年（昭和48年）7月23日
資本金　662億円
代表者　代表取締役社長　永守重信
社員数　1,626名
本社　　〒601-8205

京都市南区久世殿城町338
http://www.nidec.co.jp/

平
成
19
年
度
表
彰
事
業
者
の
紹
介
1

日
本
電
産
株
式
会
社
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PAは個人・会社・社会が
それぞれやるべきことを
やってこそ結実する

PAの良き理解者で相談役。「やる気,

能力がある女性のステップアップを

阻む風土や改善すべき制度があれ

ば,  見直すことが必要です。その

ための助力を会社は惜しみません。

まずは個人が『こうしたい,  こう

なりたい』という自主性を持って行

動してほしいですね」浜田 忠章さん
◆人事部担当 常務取締役

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
続
く

新
た
な
P
A
活
動

男
女
共
同
参
画
が
当
た
り
前
の
社
内
環
境
を
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
も
注
目
！

関係会社管理部

松原和絵さん

中央開発技術研究所

長谷川智一さん

滋賀技術開発センター

園田俊秀さん

コーディネーターを務める
人事部

小瀧早織さん

育児休業制度の拡充 

妊娠・育児のための始業時間の繰上げ・繰下げ制度の導入 

保育料の一部会社負担制度の導入 

復帰支援プログラムの導入 

結婚や出産等による退職者の再雇用制度の導入 

有給休暇制度の取得方法の充実 

子の看護休暇の拡充 

妊婦健診の有給化 

家庭と仕事の両立支援に関する8つの制度の概要 
 
家庭と仕事の両立支援に関する8つの制度の概要 
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22

44

55

66

77

88

33

京都市では，男女がともにいきいきと働

くことができる職場づくりに向けて取り組

んでいる事業者を登録し，その取組を応援

しています。このうち，特に意欲的な取組

を行っている平成19年度表彰事業者2社

を紹介します。

「きょうと男女参画推進宣言」
事業者登録制度
「きょうと男女参画推進宣言」
事業者登録制度


